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分布とその推移を， 1975 :{I三から 2000年までについて農業集落を単位地域として地図化したのち，集
落の標高，耕地の傾斜，東京都心からの距離という指標との関係を検討する
1 -2 使用データ















本1iJf究では対象地j或を関東i也方の l者1)6県とした. 1羽東地方は地71~1~1<:Jによヒ il安 lねまとまりを有し， 日
本における最大の都市圏で、ある京浜大都市i惑を中心に経済的・社会IYJにもまとまりを有している.こ
のため地形的条件，人文的条件の検討が行いやすい. また筆者が過去に市区IJ村を単位とする検討や，




まず関東地方 1者1$6県の農業集落カードから合計 18，885の農業集落 2) について必安な属性データ





こうしたデータを GISソフトウェア (ArcGIS9.1)に1文り込み， 1975年から 2000年までの耕作放
棄地率の分布を地図化して，パターンとその抗移を把慢した
次に，東京都心からのm~PJjt，集落の標高，およびEEI ・対1Iの傾斜の 4 種類の環境条件データと，耕作
放棄地平との関係を検討した? まず地 I~Iの比較対n互によって地域的な傾向をつかみ， さらに，両者
の関係のグラフ化 および手先行十指標の比]1安を行った. この集計作業にはソフトウェア JMP-IN 5.1.2 
を)1い1た
なお.東京都心から農業集落への距離は GIS の機能を FFJ し E てJ-j、 -I~ のように求めた. まずGISの多
量バ yファ機能を)1い 3てJR東京駅を中心とするo~ 201く11，20 ~ 40km， " 160 ~ 180kmという 1m
20 kmずつの 91lilの等距離;出;のポリゴンを生成した.一方 J実業集Aの位置をポイントデータとして
取得した このポイントと等距離帯の空間的包含関係を GISによって解析し 各農業集落がどの等
距離合?に位置するかを表すデータを符1て，それを炭業集落のJi;:t!=.データに結合した なお農業集落の
位置をポイントデータで1)(1与するには ArcGISのプラグインである ETGeoWizaI・dsを使用した 5)
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E 耕作放棄地率分布の推移

















このように 2000年における耕作放棄地率の高い集落の分布には 3種類のまとまりがみられる 第
1は関東地方周辺部であり，神奈川県および東京都の西端から，埼玉県北西部，群馬県の東部を除い
た崩辺部一帯，栃木県の酉縁部ならびに東縁部，茨城県中部から北部，そして千葉県中部以南の房総
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第5図 関東地方における集落中心地の標高帯別平均耕作放棄地平の推移(1975-2000) 
(農業集落カードによる)
標高jと平均耕作放棄地平の対応関係は 1975年からみられる.おおむね襟高 600~ 800 11;市まで，
平均耕作放棄地率は標高とともにゆるやかに上昇し，それより高いと低下する. 1970年代から 1980
年代iTrr=1土はグラフの傾きがゆるやかで 襟高にともなう耕作放棄地率のヒ昇は比較的小さかった. し
かし 1980年代後半からはグラフの傾きが著しく急になり，おおむね襟高 600~ 900 11 ;fi:をピークと
して急激に増加し急激に低下するようになった これは上記の 200 ~ 900111帯での平均耕作放棄地
率の著しい上昇による
標高と平均耕作放棄地率の対応関係の変化を， 1975 1':1三と 2000 年をより詳しくみて比較する(第 61~ ，
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最後に，東京都心からの距離と耕作放棄地率の対応およびその変動をみてみょっ 1!lm 20 kmの距P-llt
帝(第4lz1参nのごとの平均耕作放棄地率を各年次についてグラフ化した(第 11IZl). 160kl1 以遠は
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第 1図 関東地方における東京都心からの距離帯別平均耕作放棄地率の推移(1975-2000) 
(J是業集落カードによる)
都心からの距離と平均耕作放棄地率の簡には 1985年を境にやや異なった対応関係がみられる
1975年から 1985年までのグラフでは 都心に近いo~ 20km帝で最も高く 遠ざかるにつれて低下




がみられる ま1かくみると 40~ 60km帯に小さなピークがあって 80~ 100kmまではやや低下し，ふ











140 ~ 160km の li'I~ li-ljí~帝で耕:作放棄地率の低い傾向があるのは，群馬県や栃木県における火山の斜面
や山麓のように， ):1作が盛んで、耕作放棄地率の低い集務が多く含まれるためと考えられる なお 160













が考えられる.例えば養蚕 工芸農作物 林産物 水稲等の生産部I'Jである.これらの部門における
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Cultivation Abandoill11ent and Environn1ental Conditions in Kanto 
RegionうJapan:An Analysis of Rural COlTIl11unity Statistics with GIS 
MORIMOTO Takehiro 
The purpose of this study is to examine the covariation between the ratio of cllJtivation abandonment and 
several environmental indices from the geographical point of view in Kanto Region， Japan， with small area 
statistics and GIS. The data SOllrCeS are the rural commllnity statistics of the agricultural CenSllSeS in 1975-2000， 
and the vector data of rural community boundary. The results are described as follows; 1) the mean vallles of 
the abandonment ratio increase with the rise of altitude up to about 900 meters， with the increase of slope angle 
offarmland， and with the distance fi'om the center ofTokyo within about 140 kilometers， and 2) those pattern of 
covariation above-mentioned have grown since the latter half of the 1980s. These results imply that the e百ectof 
environmental conditions have become stronger in the latter half of the 1980s and in the 1990s. 
Key words: cultivation abandonment， environmental indices， rural community statistics， geographicaJ 
information systems (GIS) 
